
1984年 出上の木簡

静
岡
・神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
水
上

。
西
大
谷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
四
月
！

一
九
八
五
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
栗
野
克
己

・
小
嶋
日
出

一
・
成
島
　
仁

５
　
連退
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

・
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

神
明
原
遺
跡
と
元
官
川
遺
跡
と
は
、
南
と
北
に
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
離
れ
た
別
々
の

遺
跡
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
分
布
調
査
の
結
果
遺
跡

の
範
囲
は
、
両
遺
跡
を
包
括
す

る
よ
う
に
東
西
約
○

・
五
血
、

南
北
約

一
血
と
な
り
、
静
岡
市

内
で
は
最
大
規
模
の
遺
跡
と
な

っ
た
。

静
岡
平
野
は
、
安
倍
川
２
扇

状
地
の
発
達
に
よ
り
形
成
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
扇
状
地
の
東

南
末
端
部
を
、
南
北
に
流
れ
る

大
谷
川
流
域
に
、
本
遺
跡
が
位
置
す
る
。
遺
跡
の
西
側
は
北
か
ら
有
東
遺
跡
や

天
神
森
遺
跡
か
ら
続
く
微
高
地
が
南
へ
の
び
て
お
り
、
そ
の
東
縁
に
接
す
る
泥

戊
層
の
発
達
し
た
低
地
と
の
変
遷
線
に
旧
大
谷
川
流
路
が
蛇
行
し
て
い
る
。
登

呂
遺
跡
は
本
遺
跡
か
ら
西
へ
約
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
前
記
微
高
地
の

西
側
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
。

一
方
本
遺
跡
の
東
側
に
は
有
度
山
丘
陵
が
広
が
り
、
山
麓
に
は
、
駿
河
国
分

寺
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
片
山
廃
寺
を
は
じ
め
、
縄
文
を
弥
生
の
遺
跡

群
や
、
多
く
の
古
墳
群
が
分
布
し
て
い
る
。

神
明
原

・
元
官
川
遺
跡
の
調
査
は
、
大
谷
川
の
河
川
改
修
工
事
に
と
も
な
う

事
前
調
査
で
あ
る
。
現
在
の
河
道
は
昭
和

一
七
年
に
行
わ
れ
た
、
三
菱
の
軍
需

工
場
周
辺
の
排
水
を
目
的
と
し
て
、
蛇
行
す
る
大
谷
川
を
直
線
的
に
改
修
し
た

も
の
だ
が
、
そ
の
折
に
か
な
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
か
ら
連
れ
て
こ

ら
れ
た
人
達
の
強
制
労
働
に
よ
り
工
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
き
つ
づ

き
翌

一
八
年
に
は
、
住
友
の
プ
ロ
ペ
ラ
エ
場
の
造
成
上
の
掘
削
に
よ
り
登
呂
遺

跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

遺
跡
は
、
海
抜
五
を
八
ｍ
の
低
地
に
あ
る
が
、
旧
大
谷
川
の
両
岸
に
広
が
る

徴
高
地
上
に
は
弥
生
時
代
、　
古
墳
時
代
、　
奈
良

。
平
安
時
代
、　
中

。
近
世
に

か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡

。
掘
立
柱
建
物
跡

・
井
戸
跡

・
濤

・
土
羨

・
柵
跡

・
配

石
遺
構

・
粘
土
採
掘
跡
な
ど
長
期
間
に
わ
た
る
生
活
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
弥
生
時
代
の
丸
木
舟
と
櫂
は
こ
の
遺
跡
の
南
端
部
の
砂
丘

。
川
状
の
低
地

か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
有
東
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
糸
生
時
代
中
期
の
活
動

(静 岡)



範
囲
の
広
が
り
が
確
認
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
最
大
の
特
徴

は
旧
大
谷
川
の
流
路
跡
の
発
見
に
は
じ
ま
る
。
旧
大
谷
川
の
流
路
は
現
在
の
景

観
と
異
な
併
、
大
き
く
蛇
行
０
跡
を
み
せ
て
い
る
他
、
川
幅
が

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
あ
ま

り
、
深
さ
四
ｍ
あ
ま
り
に
達
す
る
箇
所
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
旧
大
谷
川
の
堆
積

土
層
か
ら
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良

。
平
安
、
中
世
に
至
る
多
量
の
祭
祀
遺

物
が
発
見
さ
れ
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
大
規
模
な

「
水
辺
で
の
祭
り
」
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
祭
祀
遺
物
群
は
質

。
量
と
も
豊
富
で
あ
り
、
従
来
律
令
的
祭
祀
形

態
の
特
徴
的
遺
物
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
木
製
人
形
な
ど
の
出
現
時
期
が

古
墳
時
代
後
期
に
ま
で
さ
か
の
ば
る
可
能
性
も
で
て
き
た
。
ま
た
、
馬
に
関
す

る
資
料
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
、
馬
の
骨
や
馬
の
形
代
で
あ
る
土
製
品
や
木
製

品
が
出
土
し
て
い
る
。
人
形
に
も
土
製
品
と
木
製
品
が
み
ら
れ
る
。
他
に
斎
串

・
木
製
鏃

・
刀
や
卜
骨

。
鏡

。
「神
」

の
文
字
が
書
か
れ
た
土
器

・
緑
釉
陶
器

・
灰
釉
陶
器

・
青
磁

。
白
磁
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
い
ず
れ
も
こ
の
旧
大
谷
川
流
路
か
ら
発
見
さ
れ
た
。　
一
号
木
簡
は
西

大
谷
二
区
の
流
路
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
で
は
単

一
の
時

期
に
限
定
さ
れ
な
い
遺
物
群
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
伴
出
遺
物
に
よ
る
年
代
観

は
男
確
で
は
な
い
。
二
号

・
三
号
木
簡
は
西
大
谷
三
区
の
流
路
か
ら
発
見
さ
れ

た
も
の
で
、
平
安
時
代
ｔ
中
世
の
遺
物
が
主
体
で
あ
り
、
下
限
は

一
四
世
紀
頃

と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
他
田
里
戸
主
宇
刀

マ
真
酒
」
　

　

　

　

　

μ“
マ
μプ
ト～

畠
牌

西
大
谷
二
区
Ｅ
四
三
井

一
四
グ
リ
ッ
ド
の
旧
大
谷
川
流
路
内
砂
礫
層
か
ら
出

上
し
た
。
上
端
は
角
型
、
下
端
は
串
状
だ
が
先
端
を
切
り
落
と
し
て
い
る
。
側

面
か
ら
一異
面
に
か
け
て
間
隔
を
あ
け
た
三
本
の
匁
痕
に
よ
る
線
が
み
ら
れ
る
。

板
目
板
の
木
表
に
墨
書
さ
れ
、
表
面
は
丁
寧
に
削
り
面
調
整
し
て
い
る
。
年
代

は

「
他
田
里
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
七

一
五
年
の
郷
里
制
施
行
以
前
で
あ
る
。

一
〇
世
紀
前
半
に
成
立
し
た

「
倭
名
類
乗
抄
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
駿
河
国
有

度
郡
に
は
内
屋

（
ウ
ッ
ノ
ヤ
）、
間
壁

（
マ
カ
ベ
）、
他
田

（
オ
サ
ダ
）、　
新
居

（
ニ

ィ
イ
）、
託
美

（
タ
ク
じヽ
、
嘗
見

（
ナ
で
し
、
会
星

（
ア
フ
ボ
シ
）
の
七
郷
が
あ

り
、　
そ
の
一
つ
の
他
田
に
該
当
す
る
。

「戸
主
」
で
あ
る

「
宇
刀
マ
」
と
い
う

氏
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
二
月
幸
己
条
の

「菟
嘱
人
」
、
天
平

一
〇
年

「
駿
河
国
正
税
帳
」
の

「有
度
部
黒
背
」
（駿
河
国
安
倍
軍
団
少
毅
）
や
、

『
万
葉
集
』
巻
二
〇
―
四
三
三
七
の

「有
度
部
牛
麻
呂
」
（駿
河
国
上
丁
・
防
人
）、

ま
た
平
城
宮
出
土
木
簡
の

「
駿
河
国
有
度
郡
掌
□
□
□
有
□
□
忍
万
呂
有
刀
部

古
万
昌
調
堅
魚
十

一
斤
十
両
」
な
ど
が
あ
り
、
同
氏
の
関
連
史
料
が
海
え
た
。

②
　
　
「
舟
＼
南
無
阿
弥
□

×
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
や］マ
将
望
］～

西
大
谷
四
区
Ｑ
二
三
グ
リ
ッ
ド
第
八
ト
レ
ン
チ
の
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
出
土

し
た
。
旧
大
谷
川
流
路
内
で
あ
る
。
板
目
板
の
木
裏
に
墨
書
が
あ
り
、
上
端
を

圭
頭
状
に
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。　
一
字
目
は
梵
字
の
一
尊
種
子

・
バ

ァ
ン



1984年出上の木簡

「
金
剛
界
大
日
」
を
表
わ
す
文
字
の
く
ず
し
字
と
考
え
ら
れ
る
。

阿
秀
」
と
思
わ
れ
る
が
、
下
の
文
字
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

以
下

「南
無

０

　

「
天
足

ド
ド
ヽ

×

ヽ
Ｐ
Ｘ

”
・
枷

西
大
谷
四
区
Ｒ
二

一
グ
リ
ッ
ド
の
旧
大
谷
川
流
路
内
か
ら
出
土
し
た
。
上
端

は
圭
頭
状
、
下
端
は
尖
ら
せ
て
い
る
。
表
面
を
丁
寧
に
面
調
整
し
、
板
目
板
の

木
表
に
墨
書
し
て
い
る
中
世
の
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
上
に

「
天
疋
」
と
二
文
字

を
お
く
が

「足
」
の
字
は

「
田
」
の
部
分
は
み
え
る
が

「
た
」
の
部
分
は
あ
ま

り
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
下
に

「鬼
」
の
字
を
二
文
字
横
に
な
ら
べ
て
書
い

て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
い
え
ば
、
右
側
に
も

う

一
字
あ

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
墨
痕
は
み
え
な
い
。
真
中
の

鬼
の
字
の
下
に
一
字
あ
る
が
判
読
し
が
た
い
。

９
　
関
係
文
献

栗
野
克
己

。
小
嶋
日
出

一

『
大
谷
川
Ｉ
』

（『静
岡
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
調

査
報
告
　
第
五
集
』
一
九
八
四
年
）

（栗
野
克
己
）

鬼鬼
□

)!イ,ヽ

こ

家

謁


